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【
文
京
・
書
記
・
永
堀
瑞
樹

通
信
員
】組
織
人
数
1
3
5
人
、

群
数
13
群
で
構
成
さ
れ
て
い
る

第
二
分
会
は
、

組
合
活
動
に
旺

盛
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

毎
月
の
分
会

執
行
委
員
会
は
勿
論
、
群
会
議

は
年
間
を
通
し
て
事
業
所
群
を

除
く
と
1
0
0
％
の
開
催
率
を

誇
っ
て
い
ま
す
。
春
・
秋
の
拡

大
強
化
月
間
の
組
合
員
訪
問
率

も
毎
回
1
0
0
％
を
超
え
る
実

績
が
あ
り
、
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

分
会
役
員
の
高
齢
化
も
進
ん

で
い
る
中
、
後
継
者
対
策
に
も

徐
々
に
芽
が
出
始
め
、
近
年
の

新
年
会
や
分
会
総
会
で
は
、
組

合
新
加
入
者
や
組
合
活
動
初
参

加
者
の
新
し
い
顔
も
増
え
、
支

部
大
会
の
参
加
に
も
繋
げ
て
い

ま
す
。
集
会
や
地
域
宣
伝
行
動

の
参
加
は
ど
の
分
会
よ
り
も
多

く
、
住
宅
デ
ー
は
地
域
の
バ
ザ

ー
と
協
力
を
し

て
イ
ベ
ン
ト
の

一
翼
を
担
っ
て

い
ま
す
。

分
会
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
マ
ン
ネ
リ
化

し
な
い
よ
う
に
幹
事
を
分
会
役

員
で
持
ち
回
り
、
そ
の
時
に
話

題
に
な
っ
た
食
べ
た
い
も
の
、

や
っ
て
み
た
い
も
の
を
メ
イ
ン

と
し
て
、
開
催
時
期
も
メ
イ
ン

に
合
っ
た
時
期
に
毎
年
変
わ
り

ま
す
。
飽
き
の
こ
な
い
誰
で
も

参
加
し
や
す
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

組
合
員
へ
分
会
情
報
を
伝
え

る
こ
と
も
忘
れ
ま
せ
ん
。
す
べ

て
分
会
の
中
で
一
番
発
行
し
て

い
る
分
会
新
聞
は
、
分
会
行
事

の
紹
介
を
は
じ
め
、
組
合
活
動

の
感
想
や
身
近
な
出
来
事
や
・

趣
味
な
ど
組
合
員
目
線
で
親
し

み
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

小
支
部
の
分
会
で
す
が
、
他

の
支
部
の
分
会
に
も
負
け
な
い

明
る
く
活
発
な
分
会
で
す
。

第二分会の総会に集まった仲間たち

地域バザーと共同の住宅デー
では包丁研ぎが一番人気

自
転
車
事
故
に
よ
る
被
害
者
の

救
済
と
加
害
者
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
目
的
に
、
自
転
車
保
険
の

加
入
義
務
化
が
各
地
で
す
す
ん
で

い
ま
す
。

2
0
1
8
年
4
月
1
日
か
ら
は

埼
玉
県
で
条
例
化
、
7
月
1
日
か

ら
は
神
奈
川
県
相
模
原
市
で
条
例

化
さ
れ
ま
す
。
こ
の
2
つ
の
条
例

の
特
徴
は
、
そ
の
地
域
に
居
住
し

自
転
車
を
使
用
し
て
い
る
住
民
だ

け
で
は
な
く
、
そ
の
地
域
を
自
転

車
で
通
行
す
る
人
も
加
入
義
務
化

の
対
象
と
な
る
こ
と
で
す
。

自
転
車
は
、
手
軽
で
便
利
な
交

通
手
段
で
す
が
、
近
年
、
自
転
車

に
か
か
わ
る
事
故
で
高
額
賠
償
事

例
が
多
発
し
、
社
会
的
に
大
き
な

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

東
京
土
建
の
自
転
車
保
険
は
、

単
身
者
向
け
の
「
個
人
型
」
（
年

間
2
5
0
0
円
）
と
家
族
全
員
補

償
の
「
家
族
型
」
（
年
間
4
5
0

0
円
）
の
2
種
類
が
あ
り
、
家
族

実
態
に
合
わ
せ
加
入
で
き
ま
す
。

自
転
車
関
連
の
事
故
だ
け
で
は

な
く
、
他
人
の
物
を
壊
し
た
時
や

賃
貸
住
宅
で
水
漏
れ
を
起
こ
し
、

階
下
居
住
者
に
損
害
を
与
え
た
等

の
賠
償
責
任
も
補
償
さ
れ
ま
す
。

お
子
さ
ん
が
自
転
車
に
乗
り
始

め
た
時
な
ど
に
は
、
必
ず
自
転
車

保
険
に
入
り
ま
し
ょ
う
。

お
子
さ
ん

の
ご
入
学
を

迎
え
た
み
な

さ
ん
、
お
め

で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

ど
け
ん
共

済
会
で
は
、

「
新
入
学
祝

金
」
制
度
で

子
育
て
世
代

の
組
合
員
の

皆
さ
ん
を
応

援
し
て
い
ま

す
。
組
合
総

合
共
済
（
慶

弔
）
の
1
つ

と
し
て
2
0

0
7
年
4
月

に
創
設
し
、

2
0
1
7
年

12
月
ま
で
に

4
万
2
5
2

件
を
給
付
し

て
き
ま
し
た
。

今
春
、
小
学
校
と
中
学
校
に
入

学
し
た
お
子
さ
ん
の
い
る
仲
間
に

図
書
カ
ー
ド
（
5
0
0
0
円
分
）

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
申
請
に

は
時
効
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め

に
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

組
合
員
の
実
子
ま
た
は
養
子
が

支
給
対
象
で
、
お
孫
さ
ん
は
対
象

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

申
請
方
法
は
、所
属
支
部
で「
慶

弔
金
支
給
申
請
書
」
を
入
手
の
う

え
、
必
要
事
項
を
記
入
・
捺
印
し
、

確
認
資
料
（
※
参
照
）
を
添
付
し

て
、
群
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
無
い

も
の
で
、
①
戸
籍
謄
本
・
住
民
票

（
組
合
員
と
子
の
続
柄
、
子
の
生

年
月
日
が
確
認
で
き
る
も
の
）
。

②
健
康
保
険
証
、入
学
通
知
書（
親

子
関
係
の
確
認
が
必
要
）
。
①
、

②
の
い
ず
れ
か
の
書
類
が
必
要
で

す
。

こ
の
5
月
に
行
な
わ
れ
る
前
進

座
公
演
は
、
明
治
維
新
1
5
0
年

に
あ
た
っ
て
、
前
進
座
が
贈
る
文

明
開
化
の
「
散
切
喜
劇
」
で
す
。

ま
た
、
今
回
も
一
等
席
（
定
価

1
0
1
0
0
円
）
を
、
共
済
会
か

ら
の
補
助
を
含
め
て
7
0
0
0
円

で
ご
案
内
し
ま
す
。

目
玉
企
画
と
し
て
、
バ
ッ
ク
ス

テ
ー
ジ
・
楽
屋
見
学
ツ
ア
ー
を
開

演
前
に
行
な
い
ま
す
の
で
、
事
前

に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。さ
ら
に
、

公
演
終
了
後
に
は
、
前
進
座
の
俳

優
さ
ん
た
ち
を
囲
ん
で
の
交
流
会

・
友
の
会
総
会
も
予
定
し
て
い
ま

す
。こ

の
5
月
公
演
は
、
半
蔵
門
に

あ
る
国
立
劇
場
が
会
場
で
東
京
土

建
と
し
て
は
5
月
20
日
11
時
30
分

か
ら
の
公
演
を
統
一
観
劇
と
し
て

設
定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
多
く

の
仲
間
と
い
っ
し
ょ
に
お
芝
居
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

観
劇
希
望
の
仲
間
は
、
所
属
支

部
に
5
月
15
日
ま
で
に
観
劇
料
を

添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

求

人

小・中学１年に図書カード
入学おめでとう

４

名物分会名物分会

ファイルファイル

高
額
賠
償
に
備
え
よ
う

自
転
車
保
険
の
義
務
化
す
す
む

文
京
支
部
第
二
分
会

常
に
明
る
く
活
発
に

活
動
量
な
ら
負
け
ま
せ
ん

国
立
劇
場
で
観
劇
を

一
等
席
が
３
千
円
超
割
引
で


